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第
１
節
　
今
、
ヨ
コ
ハ
マ
は

首
都
圏
の
な
か
の
横
浜

世
界
都
市
ト
ー
キ
ョ
ー
の
出
現
、
そ
れ
は
巨
大
な

ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
横
浜
は

何
を
主
張
し
続
け
る
の
だ
ろ
う

３
１
０
万
大
都
市
と
な
っ
た
横
浜

　
昭
和
4
0
年
代
の
年
間
四
万
を
こ
す
社
会
増
（
※
①
）

を
中
心
と
し
た
本
市
の
人
口
増
も
、
5
0
年
代
に
入
っ
て

安
定
し
始
め
、
5
5
年
に
は
２
万
7
0
0
0
人
と
鈍
化
傾

向
を
し
め
し
た
。
し
か
し
、
5
6
年
以
降
再
び
増
勢
に
転

じ
、
最
近
は
社
会
増
を
中
心
に
、
年
間
５
万
人
前
後
増

え
て
い
る
。
特
に
6
1
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
減
少
傾
向
に

あ
っ
た
東
京
か
ら
の
流
入
が
急
増
し
、
地
価
高
騰
に
拍

車
が
か
け
ら
れ
、
全
国
一
の
地
価
上
昇
率
を
ま
ね
い
た
。

東
京
一
極
集
中
の
影
響
が
、
横
浜
に
最
も
強
く
あ
ら
わ

56年を境に社会増を中心に増え続け、

60年12月に300万人を超えた。

れ
た
と
い
え
る
。

依
然
と
し
て
続
く
東
京
依
存

　
6
0
年
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
市
民
の
就
業
・
通
学
者

総
数
１
６
７
万
人
の
3
7
％
に
あ
た
る
約
6
2
万
人
が
、
市

外
へ
流
出
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
６
割
の
3
8
万
人
が
、

東
京
都
区
部
へ
流
出
、
５
人
に
１
人
は
東
京
へ
の
通
勤

通
学
者
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
本
市
の
夜
間
人
口
２
９
９
万
に
対
し
昼
間
人

口
２
６
８
万
で
、
流
出
超
過
人
口
は
3
1
万
に
の
ぼ
る
。

常
住
人
口
１
０
０
人
当
た
り
の
昼
間
人
口
の
割
合
（
昼

夜
間
人
口
比
）
は
、
大
都
市
の
中
で
も
最
下
位
で
、
こ

こ
に
も
巨
大
都
市
東
京
の
影
が
う
つ
さ
れ
て
い
る
。

東
京
一
極
集
中
と
横
浜

　
東
京
都
区
部
と
本
市
の
人
口
を
比
、
べ
る
と
約
２
・
８

倍
（
6
0
年
）
の
ひ
ら
き
が
あ
る
。
両
者
を
主
な
経
済
指
標

で
比
較
す
る
と
卸
売
業
年
間
販
売
額
（
6
0
年
）
で
2
7
・
６

倍
、
小
売
業
年
間
販
売
額
（
6
0
年
）
で
４
・
３
倍
、
銀
行

頂
金
残
高
（
6
1
年
）
で
1
5
・
５
倍
、
高
額
納
税
者
（
6
0
年
）

で
６
・
４
倍
と
大
き
な
格
差
が
み
ら
れ
る
。
特
に
国
際

化
を
示
す
指
標
に
つ
い
て
の
両
者
の
格
差
は
極
め
て
大

き
い
。
6
0
年
の
国
際
会
議
の
開
催
件
数
で
は
東
京
１
８

【
大
震
災
】

　
大
正
1
2
年
（
１
９
２
３
年
）
９
月
１
日
、
午
前
1
1
時

5
8
分
4
4
秒
、
突
如
と
し
て
大
地
震
が
お
こ
り
、
関
東
一

円
を
混
乱
に
お
と
し
い
れ
た
。

　
被
害
状
況
は
、
宅
地
面
積
－
６
４
６
万
㎡
の
う
ち
、

被
災
面
積
1
3
0
9
万
㎡
で
、
市
全
体
の
８
割
に
も
の

ぼ
っ
だ
。
一
方
、
被
災
人
口
は
、
全
人
口
約
4
5
万

人
の
う
ち
、
死
者
は
２
万
人
に
の
ぼ
り
、
罹
災
関
係
人

口
は
お
よ
そ
4
1
万
人
に
も
達
し
た
。
開
港
後
6
0
年
あ
ま

り
営
々
と
し
て
き
づ
き
あ
げ
て
き
た
横
浜
の
繁
栄
は
、

一
瞬
に
し
て
灰
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。

震
災
直
後
の
９
月
1
9
日
に
、
横
浜
市
復
興
会
が
設
け
ら

れ
、
国
も
2
7
日
、
帝
都
復
興
院
官
制
を
公
布
し
、
東
京
・

横
浜
二
大
都
市
に
関
す
る
復
興
内
容
を
う
ち
出
し
た
。

復
興
当
初
、
何
よ
り
も
必
要
と
し
た
も
の
は
、
食
糧
・

水
・
住
ま
い
で
あ
っ
た
。
国
・
県
・
市
あ
げ
て
の
復
興

活
動
は
順
調
に
進
み
、
１
年
後
に
は
約
8
0
％
が
復
興
、

翌
年
に
は
横
浜
に
と
っ
て
重
要
な
港
湾
施
設
も
い
ち
お

う
復
旧
し
、
震
災
か
ら
５
年
後
の
昭
和
２
年
の
大
横
浜

建
設
記
念
式
、
昭
和
４
年
の
復
興
式
典
に
よ
っ
て
よ
う

や
く
近
代
都
市
横
浜
の
第
１
歩
が
ふ
み
出
さ
れ
た
。

府、県、市別震災被害世帯

【
ヨ
コ
ハ
マ
の
五
十
苦
】

・社会増を中心に増え続ける本市人口
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４
に
対
し
横
浜
８
、
演
劇
な
ど
国
際
公
演
回
数
で
は
東

京
２
５
２
に
対
し
横
浜
1
8
、
在
日
外
国
大
使
館
領
事
館

数
で
は
東
京
１
４
４
に
対
し
横
浜
1
2
、
日
本
の
国
際
化

の
進
展
は
ま
す
ま
す
東
京
を
肥
大
化
さ
せ
つ
つ
あ
る
。

　
多
極
分
散
型
国
土
形
式
を
め
ざ
し
た
第
４
次
全
国
総

合
開
発
計
画
（
※
②
）
は
、
東
京
へ
の
一
極
集
中
の
是

正
を
は
か
る
た
め
、
首
都
圏
に
お
け
る
業
務
核
都
市

（
※
③
）
育
成
に
よ
る
首
都
機
能
分
散
を
う
ち
出
し
た
。

東
京
に
国
際
金
融
機
能
な
ど
が
集
中
す
る
な
か
で
、
横

浜
は
、
い
か
な
る
首
都
機
能
を
分
担
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

■昼夜間人口

　大都市比較(％)

■ふきあれる地価高騰のあらし

※
ひ
と
く
ち
メ
モ

①
社
会
増
減

人
口
変
動
要
因
の
う
ち
出
生
、
死
亡
に
よ
る
増
減
（
自

然
増
減
）
以
外
の
流
入
流
出
な
ど
、
社
会
的
要
因
に
と

も
な
う
増
減
。

②
第
４
次
全
国
総
合
開
発
計
画

人
と
国
土
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
長
期
的
観
点
に
た
っ

た
国
土
計
画
で
、
7
5
年
を
目
標
に
「
多
極
分
散
型
国
土

の
形
成
」
と
「
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
」
を
骨
子

と
し
て
い
る
。

③
業
務
核
都
市

　
東
京
都
心
部
の
一
極
依
存
構
造
是
正
の
た
め
、
首
都

機
能
の
具
体
的
受
け
皿
と
し
て
育
成
す
る
都
市
。
横
浜
・

川
崎
市
（
神
奈
川
自
立
都
市
圏
）
、
八
王
子
・
立
川
市

　
（
多
摩
自
立
都
市
圏
）
、
大
宮
・
浦
和
市
（
埼
玉
自
立

都
市
圏
）
、
千
葉
市
（
千
葉
自
立
都
市
圏
）
、
土
浦
・

筑
波
研
究
学
園
都
市
（
茨
城
南
部
自
立
都
市
圏
）
。

■依然として高い

東京への

通勤、通学

、
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就業者、通学者総数のうち22.5

％が東京都区部へ流出している。

震災直後の市街地

沈静化していた地価は、59年以降の東京都心

へのオフィスビルラッシュ等を起因とし57

年以降急激な上昇を示している。
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